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現代日本語の機能語のリスト作成について 
― 現古文法対照辞書の作成に関連して ― 
 
高橋 雄一 
 
１．はじめに 
 
本稿は、現代日本語の機能語から古典語の相当する表現を引くことができる『現古文法対照
辞書』の作成プロジェクトにおいて、現代日本語の機能語のリストを作成した作業について紹
介し、ダイジェスト版のリストを示すものである。 
ただし、このプロジェクトは、本稿執筆時においては終了していないため、本稿はあくまで
中間報告としての位置づけである。また、本稿はあくまで高橋の視点からリストの作成の概要
を捉えたものである。リストの作成は大東文化大学の須田義治氏と高橋が共同で行ったが、今
回の原稿の執筆は、須田氏の意向により高橋のみが行うことになった。さらに、現代語の文法
の捉え方は、プロジェクトの参加者の間で必ずしも一致している訳ではない。このようなこと
から、本稿は、高橋がリストの作成においてどのような現代語の機能語（複合辞・表現文型）
の文献を参照したか、作成においてどのような考察をしたかといったことに限定して述べるも
のとする。 
 
２．『現古文法対照辞書』作成プロジェクトについて 
 
2.1 プロジェクトの概要 
本稿で言う『現古文法対照辞書』の作成プロジェクトとは、「科学研究費補助金による基盤研
究(C)「現代語文法形式から同じ意味の古典語文法形式を引く『現古文法対照辞書』の作成」」
（研究代表者 鈴木泰氏）であり、期間は 2014 年度から 2016 年度までである。語彙を対象とす
る、古橋信孝・鈴木泰・石井久雄(編)（2003）『現代語から古語を引く 現古辞典』の作成、宮
島達夫・鈴木泰・石井久雄・安部清哉(編)（2014）『日本古典対照分類語彙表』の作成に対応す
る、文法を対象とするプロジェクトという位置づけである。 
初年度の 2014 年度に、まず須田義治氏と高橋が現代語の機能語のリストを作成し、2015 年
度以降は、古典語の担当者が、複数の古典作品の現代語訳と原文を対象に、現代語の機能語に
相当する古典語の表現の例を収集し、現代語と古典語の対照リストを作成した。この古典語と
の対照作業の詳細については、今後、別の形で報告や論考が作成されるであろう。本稿では、
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初年度の、現代語の担当者の作業にのみ焦点を当てることにする。 
 
2.2 現代語の機能語リストの作成過程 
須田氏と高橋は、2014 年度を通して現代語のリスト作成作業を行い、最終的に「現代語の機
能語リスト」をマイクロソフト・エクセルのファイルにまとめた。機能語は数多くあるため、
須田氏が非終止の機能語、高橋が終止の機能語に分けて担当し、最終的に分類に一貫性を持た
せるように統合作業をした。 
その後、古典語の担当者による、現代語の機能語に相当する古典語の表現の例の収集作業を
始めたが、その中で現代語の機能語リストの不備がいくつか見つかった。これについては、今
後修正作業を行う予定である。 
また、現代語の機能語リストは、項目数が約 450 あり、該当する表現の収集作業には大きす
ぎ、さらに、項目の中には古典語で対応する表現がほとんどないものもあるため、2015 年度末
には、研究代表者の鈴木泰氏が、現代語の機能語の項目数を 100 項目に減らした「現古対照ダ
イジェスト版」を作成し、そちらも使用することになった。 
 
３．現代語の機能語リストについて 
 
3.1 機能語の範囲について 
現代語の「機能語」と言っても、全てを扱うと膨大な数になる。また、機能語としての認定
の判断も難しい。『現古文法対照辞書』作成プロジェクトでは、対象とする現代語の機能語を、
国際交流基金・日本国際教育協会（2002）『日本語能力試験出題基準  改訂版』にある、日本語
能力試験の旧基準の１，２級の文法項目の範囲に設定した。ただし、最終的には、１，２級の
文法項目を補うために、一部により低いレベルの文法項目を追加している。 
機能語の定義については、須田義治氏が 2014 年 9 月の研究会資料で、下に引用するように、
日本語文法辞典の解説を参照している。本稿も基本的にこの立場をとる。 
機能語「実質的内容（「語彙的意味」といってもよい）を（それほど）もたずに、文法的な
機能を果たす語（または形態素）を機能語という。」『日本語文法事典』（菊地康人執筆） 
この項目の説明では、機能語の例として、以下のものがあげられている。付属語（「が」
「を」「た」「は」「さえ」「られる」「ようだ」など）、接尾辞（「さ」「がる」など）、接頭辞
（「ものがなし」の「もの」など）、活用語尾（形容動詞の「に」「な」など）、形式名詞（「絵
をかくこと」の「こと」など）、補助動詞（「書いている」の「いる」など）、助詞や助動詞
に近い機能を果たす複合辞（「にとって」「にもかかわらず」「かもしれない」「なければな
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らない」「わけにはいかない」など） 
このような範囲の設定と定義により、今回、現代語の機能語として取り上げたものは、主に、
上の機能語の例にある「助詞や助動詞に近い機能を果たす複合辞」と、付帯状況の副詞句や、
時間、因果関係、条件といった従属節を作る接続表現であり、さらに、接尾辞も少数含まれる。
一方、副詞や接続詞についても検討をしたが、これらは取り上げなかった。 
 
3.2 リスト作成のための主な参考文献 
現代語の機能語リストは、いくつかの参考文献から機能語のリストを抽出して、それを重ね
合わせて行くことで出来上がった。ここではその成り立ちが分かるように主な参考文献を順に
解説する。 
3.2.1 国際交流基金・日本国際教育協会（2002）『日本語能力試験出題基準  改訂版』 
先に述べたように、本プロジェクトで「機能語」として対象にしたのは、この書籍に挙げら
れている、日本語能力試験の旧基準の１，２級の文法項目である。リスト作成に当たっては、
本プロジェクトのメンバーである、専修大学の斎藤達哉氏作成のマイクロソフト・エクセル版
リストをもとにした。 
 
3.2.2 日本語記述文法研究会(編)（2003-2010）『現代日本語文法①～⑦』 
今回のリストの意味・機能による分類は、主にこのシリーズを基にしている。特に参照した
部分として、②巻の第３部「格と構文」における「複合格助詞」に関する部分。④巻の第８部
「モダリティ」における各種モダリティ形式の分類。⑤巻の第９部「とりたて」におけるとり
たての機能を持つ複合的な機能語（例：にかぎり）に関する部分が挙げられる。 
 
3.2.3 松原幸子（2013）『日本語能力試験１級‘〈機能語〉の類’の位置づけ』 
本プロジェクトのメンバーである松原幸子氏の研究もリスト作成の参考にした。博士論文で
ある松原（2013）に加え、2014 年度には本プロジェクトのための資料として「日本語能力試験
２級‘〈機能語〉の類’、及び３級「文法事項」、「表現意図等」の分類試案」という原稿を提供
していただいた。 
松原氏の文法論は、村木新次郎氏の文法論（本稿では村木（2012）を挙げる）や、高橋太郎
他著（2005）『日本語の文法』の影響が強いと言える。本稿で示す「機能語リスト（ダイジェス
ト版）」の「松原分類」の項目に、その内容を見ることができる。 
さらに、個々の機能語についての細やかな観察があり、その点もリスト作成に際しては大い
に参考にした。 
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3.2.4 友松悦子他（2010）『改訂版  どんなときどう使う日本語表現文型５００』 
日本語教育で使用されている機能語・複合辞の教材として、高橋が特に参考にした。この種
の参考書はいくつか出版されているが、筆者はこれまで特にこのシリーズを参照することが多
かったため、特にリスト作成の初期の段階で参照した。 
この文献の改定前の版は、日本語能力試験の旧基準１，２級の範囲を対象としていた。改定
後の版は、同様の範囲が新基準のＮ１～Ｎ３相当のレベルとされている。今回のプロジェクト
ではちょうどこの範囲を対象としたので、その範囲の項目を、意味・機能によって分類するた
めの参考にした。 
分類については、冒頭の「本書をお使いになる方々へ」で次のようなことが述べられている。
学習者が文法形式をまとめて勉強する際に、何かのまとまりをもって体系的に提出されている
方が学習の助けになると考え、文法形式を意味によって分類して１つの課を構成したと言う。
本稿の機能語リストでは各課の題となっている分類名を引用するが、この各課の題は、その課
の項目の代表的な意味機能を考えて付けたとされている。また、１つの文法形式に複数の意味・
機能がある場合については、連続的であって線引きが難しいが、学習者の取っ付きやすさ、分
かりやすさを第一に考え、典型的な例を出して分類するという方法を取ったとされている。 
このようなまとめ方は、日本語教育の教材としては問題のないものであるが、リスト作成の
際には、項目によっては一つだけ取り出した際に、代表的な意味機能と合っていないという場
合があった。 
 
3.2.5 田中寛（2010）『複合辞からみた日本語文法の研究』 
田中（2010）は、その書評である松木（2011）で述べられているように、複合辞を広い範囲
で論じている文献として参照した。いわゆる「複合辞」の範囲を超えるものが取り上げられて
おり、今回対象とした機能語の周辺にどのような形式があるかを知ることができる。高橋は索
引をもとにリストの作成を試みたが、最終的には、機能語リストには入れなかった。 
本プロジェクトの研究会で検討して興味深かったものとして、「文法化した名詞述語文」とさ
れる下記のような表現がある。代表的な研究としては、新屋（1989）、角田（1996）が挙げられ
る。 
これは、今回、機能語として取り上げるには語彙的な性格が強いために対象とならなかった
が、おそらく『現代語から古語を引く 現古辞典』や『日本古典対照分類語彙表』の対象である
語彙としては、文法的な意味や機能があるために、対象とならないものである。 
「文法化した名詞述語文」の例として、「5.1「わけだ」「つもりだ」などの類義表現」として
取り上げられているものを、下に五十音順で示す。 
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意向だ、思惑だ、覚悟だ、雲行きだ、気配だ、魂胆だ、次第だ、始末だ、所存だ、寸法だ、
相談だ、注文だ、話だ、模様だ、約束だ、所以だ 
こういったものも含め、巻末の「文型・関連副詞索引」をもとに文法項目をリストアップした。
田中氏による分類・グループ化も参照したが、意味・機能による分類だけでなく、形式による
ものも含まれているため、参照をする程度にした。 
 
この他、直接リストに取り入れていないが、グループジャマシイ（1997）や国立国語研究所
（2001）、森田・松木（1989）などを参照した。特に、グループジャマシイ（1997）は、意味・
機能の説明や例文を参照したが、項目数が 3000 項目と多く、本文は形式を基準に項目が並んで
いるので、意味・機能の分類の直接の参考にはしなかった。ただし、巻末には「意味・機能別
項目リスト」がある。 
 
４．分類の項目一覧とダイジェスト版をもとにした対照表 
 
最後に、機能語リストの全体像が分かるように、分類のための項目の一覧を示し、さらに約
100 項目に絞ったダイジェスト版をもとにした先行研究の分類との対照表を示す。約 450 項目
ある機能語リストは、未完成であるため、本稿では上記の形で各側面を示すのみにする。 
 
4.1 分類のための項目一覧 
ここではまず、分類のための項目を示す。実際の作業では、大まかな分類に個々の機能語を
当てはめながら分類を完成させていった。 
分類は、未整理の部分もあり、また、細かい分類は 1-1-1-1 のように４段階まで分かれてい
て煩雑であるため、ここでは第２段階までに限り、未整理の部分を省いて示す。ところどころ
に見出しが決まっていない部分があり、これは（未定）としている。 
いくつかの観点から内訳について述べておくと、まず、１～６が、須田氏が担当した非終止
の機能語に当たり、７～11 が、高橋が担当した終止の機能語に当たる。ただし、非終止・終止
のリストを合わせる際に、活用があるものなどについては入れ替えたものもあるので、もとの
分け方のままではない。 
ここで、分類の内容についても少し触れておく。１～６を作成した須田氏は、当初、１～３
を《要素》、４～６を《関係》と名付けていた。これは、１～３がおおむね名詞に後接する助詞
相当の機能語に当たり、４～６がおおむね従属節を主節に接続させる接続助詞相当の機能語に
当たるためであろう。筆者は当時、終止の機能語である７～１１には名称をつけなかったが、
― 6 ― 
ここで仮にこの文末の助動詞相当の機能語のグループに付ける名称を考えると、例えば、《叙述》
《述べ立て》といったものが挙げられる。このように、１～１１の配列は、結果的に文頭から
文末へと機能語を見てゆく流れになっている。これは、言うまでもなく文法の記述に一般的に
見られるもので、主に参照した日本語記述文法研究会(編)（2003-2010）の配列を反映したこと
による。 
以下に、１～11 の項目の一覧を示す。なお、項目は２ケタ（0-0）までを示す。項目の（未
定）というのは、名付けを確定させていない部分である。 
１．提示 
1-1．主題的／主題的（感情的） 
1-2．ならべ・列挙 
1-3．対比 
1-4．選択／選択（主体） 
1-5．追加 
（その他：とりたて？） 
２．状況・範囲・対象の限定 
2-1．場所・状況の限定 
2-2．範囲の限定 
2-3．対象の限定 
３．付帯状況 
3-1．付帯状態 
3-2．主要な動作への付随 
3-3．付随物 
3-4．程度・量の修飾（程度） 
４．時間関係 
4-1．動作間の時間的な関係 
4-2．時間量 
4-3.（未定） 
５．因果関係 
5-1．（未定） 
5-2．特性・程度原因（理由） 
5-3．感情評価的（マイナスの結果） 
5-4．必然的な帰結（状況からの必然性・必要性の判断） 
― 7 ― 
5-5．動作や判断のために必要な前提 
5-6．結果／結果（結論） 
６．条件 
6-1.（未定） 
6-2．逆条件 
6-3．目的 
6-4．観点・立場（ヒト名詞） 
6-5．根拠 
6-6．状況的な諸要素 
７．（未定） 
7-1．傾向・状態 
7-2．不可能・可能 
８．（未定） 
8-1．許可・許容 
8-2．不許可・非許容 
8-3．必要 
8-4．不必要 
8-5．当為 
8-6．不可避・必然 
8-7．心情の強調 
8-8．極限 
8-9．限定 
8-10．判断の根拠 
8-11．比較・程度 
8-12．願望 
９．認識 
9-1．断定と推量 
9-2．蓋然性 
9-3．証拠性 
9-4．伝聞 
10．説明 
10-1．説明 
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10-2．部分否定 
（その他：換言、過去、反語） 
11．表出 
11-1．意志 
11-2．勧誘 
11-3．行為要求 
11-4．感嘆 
11-5．終助詞相当の表現 
 
4.2 機能語リストダイジェスト版をもとにした対照表について 
次に、機能語リストを基にした対照表を示す。先に述べたように、オリジナルの機能語のリ
ストは項目数が約 450 項目あり、今後修正が必要な部分もあるので、ここでは、約 100 項目の
ダイジェスト版に、オリジナル版にあった参考文献の分類との対照部分を付け加えたものを示
す。 
ダイジェスト版を作成した鈴木泰氏によると、ダイジェスト版はあくまで作業ファイルとい
う位置づけであるという。また、作成に際して「あえて基準らしいものをかかげれば」として
４つの項目を挙げている。 
１．出現数がおおいものをとった。ただし、絶対数ではなく、１～１１の各項目において有力
なものをとった。 
２．対応する古典語形式が現代語とことなったり、一つに決まりにくい項目を優先的にかかげ
た。つまり、古典語の機能語が現代語と変わらないものはおき、機能語における現代語と
のちがいが明確にでそうなものを選んだ。 
３．ダイジェスト版は、現代語と古典語の機能語のちがいといっても、それは両者の品詞論的
性格のちがいということである。例えば現代語の後置詞にあたる機能語が古代語では格助
詞になることがおおいといったちがいである。 
４．ダイジェスト版は、かぎられた古典の現代語訳にもちいられている機能語であって、古典
の現代語訳全般でも、ましてや現代標準語から取られたものではない。したがって、かぎ
られた機能語の一覧にすぎない。 
 
機能語リストを基にした対照表には、下記の８項目を載せる。各項目についての簡単な解説
も付ける。なお、もとのリストでは、各形式に参考文献から引用した例文が付いているが、本
稿では省略する。 
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① （機能・意味による）分類順番号 
表の見出しは単に「分類順番号」とするが、これは「機能・意味による分類順番号」である。
ダイジェスト版は番号が飛んでいる。また、一部順序が入れ替わっている部分がある。 
② 見出し（代表的な形式）、③ 形式のバリエーション（代表以外の形式） 
今回、『現古文法対照辞書』作成のための手掛かりとした形式である。代表的な形式とそれ以
外の形式を挙げているが、完全ではない。 
④ 松原分類 
松原（2013）を中心とする松原幸子氏の文法論による機能語の分類である。⑤⑥が機能・意
味についての分類であるのに対し、語や辞についての一種の品詞分類である。学校文法の品詞
分類と対比させてその考え方を理解すべきものであると思う。 
⑤ 機能・意味による分類、⑥ どんなときどう使う日本語表現文型 500 の分類 
⑤が体系的な分類であるのに対し、⑥は、類似した機能語を中心的な意味・機能によってグ
ループ化している分類である。リスト作成に当たっては前者を優先したが、後者との対比によっ
て見えてくるものもあると思う。 
⑦ 日本語能力試験旧出題基準の項目、⑧ 旧基準１，２級 
日本語能力試験の公開されている旧出題基準をもとにした項目と、その１，２級のいずれか
に該当する場合についての記述である。『現古文法対照辞書』は１，２級のみを対象としている
が、リストには最終的にそれより基本的な形式も含めたので、該当しないものも含まれている。 
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4.3 機能語リストダイジェスト版をもとにした対照表 
分類順 
番号 
見出し 
（代表的 
な形式） 
形式のバリエーション 
(代表以外の形式) 
松原分類 機能・意味による分類
どんなときどう使う日本
語表現文型 500 の分類
日本語能力試験旧出題 
基準の項目 
旧基準 
１，２級 
級 
2 をはじめ をはじめとする 後置詞 
１．提示 
1-1.主題的 
起点・終点・限界・範囲
～をはじめ／～をはじめと
する 
２級 
7 とは   陳述成分形成辞 
１．提示 
1-1.主題的（感情的） 
感嘆・願望 ～とは １級 
8 ことに ことには 陳述成分形成句 
１．提示 
1-1.主題的（感情的） 
感嘆・願望 ～ことに／～ことには ２級 
10 たり～たり   動詞中止形（例示形） 
１．提示 
1-2.ならべ・列挙 
    
 
20 に比べて に比べ 後置詞 
１．提示 
1-3.対比 
  
～に比べて／ 
～に比べ 
２級 
30 に加え に加えて 後置詞 
１．提示 
1-5.追加 
  
～に加えて／ 
～に加え 
２級 
29 うえ うえに 従属接続詞・後置詞 
１．提示 
1-5.追加 
付加（非限定・付加）
～うえ／ 
～うえに 
２級 
44 くらい ぐらい／くらいだ／ぐらいだ 副助辞 
１．提示 
とりたて？ 
強調Ⅱ（程度の強調）
／比較・程度（比較・程
度・対比） 
～くらい／～ぐらい／くらい
だ／ぐらいだ 
２級 
40 こそ からこそ 取り立て助辞 
１．提示 
とりたて？ 
強調Ⅰ（程度の強調） ～こそ ２級 
41 さえ でさえ 取り立て助辞 
１．提示 
とりたて？ 
強調Ⅰ（程度の強調） ～さえ／～でさえ ２級 
42 すら ですら 取り立て助辞 
１．提示 
とりたて？ 
強調Ⅰ（程度の強調） ～すら／～ですら １級 
46 にあって   後置詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-1.場所・状況の限定 
時点・場面 ～にあって １級 
45 において 
においては／においても／に
おける 
後置詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-1.場所・状況の限定 
時点・場面 
～において／～においては
／～においても／～におけ
る 
２級 
47 のもとで のもと 後置詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-1.場所・状況の限定 
基準 ～のもとで／～のもと ２級 
49 に関して 
に関しては／に関しても／に関
する 
後置詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-2.範囲の限定 
行為の対象 
～に関して／～に関しては
／～に関しても／～に関す
る 
２級 
52 について 
につき／については／につい
ても／についての 
後置詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-2.範囲の限定 
行為の対象 
～について／～につき／～
については／～についても
／～についての 
２級 
60 かぎり 
かぎりは／かぎりでは／ないか
ぎり 
従属接続詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-3.対象の限定 
限定／起点・終点・限
界・範囲 
～かぎり／～かぎりは／～
かぎりでは／～ないかぎり 
２級 
58 によって 
により／によっては／による／
によると／によれば 
後置詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-3.対象の限定 
関連・対応 
～によって／～により／～
によっては／～による／～
によると／～によれば 
２級 
63 だけ 
～だけあって／だけに／だけ
の 
副助辞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-3.対象の限定 
起点・終点・限界・範囲
～だけ／～だけあって／～
だけに／～だけの 
２級 
56 むき 
～向きだ／～向きに／～向き
の 
複合語構成要素とし
ての名詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-3.対象の限定 
行為の対象 
～向きだ／～向きに／～向
きの 
２級 
59 に限って に限り 後置詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-3.対象の限定 
限定 
～に限って／～に限り／～
に限らず 
２級 
61 
というところ
だ 
といったところだ 群助動詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-3.対象の限定 
起点・終点・限界・範囲
～というところだ／といった
ところだ 
１級 
55 にむかって   後置詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-3.対象の限定 
    
 
54 に対して 
に対し／に対しては／に対して
も／に対する 
後置詞 
２．状況・範囲・対象の限定
2-3.対象の限定 
行為の対象 
～に対して／～に対し／～
に対しては／～に対しても
／～に対する 
２級 
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分類順 
番号 
見出し 
（代表的 
な形式） 
形式のバリエーション 
(代表以外の形式) 
松原分類 機能・意味による分類
どんなときどう使う日本
語表現文型 500 の分類
日本語能力試験旧出題 
基準の項目 
旧基準 
１，２級 
級 
64 まま   修飾成分形成辞 
３．付帯状況 
3-1.付帯状態 
3-1-1.状態（維持、時間的な
関係？） 
    
 
70 ともなく ～ともなしに 修飾成分形成句 
３．付帯状況 
3-1.付帯状態 
3-1-3.付随的な動作・状態の
欠如 
様子 （傾 向・ 状 態・様
子） 
～ともなく／～ともなしに １級 
67 ことなく   修飾成分形成句 
３．付帯状況 
3-1.付帯状態 
3-1-3.付随的な動作・状態の
欠如 
否定（否定・部分否定） ～ことなく ２級 
71 もかまわず   
動詞の打消し第一中
止形 
３．付帯状況 
3-1.付帯状態 
3-1-4.無視・等閑視の態度
無関係・無視・例外 ～もかまわず ２級 
75 ついでに   従属接続詞・後置詞 
３．付帯状況 
3-2.主要な動作への付随（述
語が付随的な動作をさしだ
す） 
付帯・非付帯 ～ついでに ２級 
80 とともに   従属接続詞・後置詞 
３．付帯状況 
3-3.付随物 3-3-1.同伴 
時間的同時性（時間的
同時性・時間的前後関
係）／相関関係（進行・
相関関係） 
～とともに ２級 
90 までもない までもなく 述語形成句 
３．付帯状況 
3-3.付随物 
3-3-3.物について不問 
  ～までもない／～までもなく １級 
91 ほど ほどだ／ほどの 副助辞 
３．付帯状況 
3-4.程度・量の修飾（程度）
比較 ・程 度（ 比 較・程
度・対比） 
～ほどだ／～ほど／～ほど
の 
２級 
93 を限りに   後置詞 
３．付帯状況 
3-4.程度・量の修飾（程度）
起点・終点・限界・範囲 ～を限りに １級 
96 つつ   動詞並立形 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-1.同時関係 
4-1-1-1.並行的〈動作〉 
付帯・非付帯 ～つつ／～つつも ２級 
98 につれて につれ 従属接続詞・後置詞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-1.同時関係 
4-1-1-1.並行的〈変化・因果
関係〉 
相関関係（進行・相関
関係） 
～につれて／～につれ ２級 
134 にわたって 
にわたり／にわたる／にわたっ
た 
後置詞 
４．時間関係 4-2.時間量
4-2-1.期間・期限（期間）
起点・終点・限界・範囲
～にわたって／～にわたり
／～にわたる／～にわたっ
た 
２級 
144 につけ につけては／につけても 累加性取り立て詞 
４．時間関係  4-2. 時 間 量
4-2-3.反復（前―後） 
関連・対応 
～につけ／～につけては／
～につけても 
２級 
149 
ようとしてい
る 
  助動詞 
４．時間関係 4-3. 
4-3-2.変化への進行 
進行（進行・相関関係）   
 
114 まで   格助辞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-2.前後関係 
4-1-2-1.後―前 
    
 
115 てから   
動詞第二中止形＋格
助辞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-2.前後関係 
4-1-2-2.前―後 
    
 
117 たのち   従属接続詞・後置詞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-2.前後関係 
4-1-2-2.前―後 
    
 
131 やいなや や 状況成分形成句 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-2.前後関係 
4-1-2-2.前―後（近接・直後）
時間的同時性（時間的
同時性・時間的前後関
係） 
～や／や否や １級 
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分類順 
番号 
見出し 
（代表的 
な形式） 
形式のバリエーション 
(代表以外の形式) 
松原分類 機能・意味による分類
どんなときどう使う日本
語表現文型 500 の分類
日本語能力試験旧出題 
基準の項目 
旧基準 
１，２級 
級 
122 すえ 
の末／の末に／た末／た末に
／た末の 
従属接続詞・後置詞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-2.前後関係 
4-1-2-2.前―後（持続―結
末） 
経過（経過・結末） 
～の末／～の末に／～た
末／～た末に／～た末の 
２級 
121 あげく あげくに／あげくの 従属接続詞・後置詞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-2.前後関係 
4-1-2-2.前―後（持続―結
末） 
経過（経過・結末） ～あげく／～あげくに ２級 
123 うちに ないうちに 従属接続詞・後置詞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-2.前後関係 
4-1-2-2.前―後（持続―結
末） 
時間的前後関係（時間
的同時性・時間的前後
関係）／時点・場面 
～うちに／～ないうちに ２級 
95 ながら   動詞並立形 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-1.同時関係 
4-1-1-1.並行的 
    
 
104 上で 
上で／上の／上では／上でも
／上での 
従属接続詞・後置詞/
【上では】後置詞(取
り立て形) 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-1.同時関係 
4-1-1-2.全体的 
目的 （目 的・ 手 段・媒
介）／判断の立場（判
断 の 立 場 ・ 評 価 の 視
点） 
～上で／～上の／～上で
は／～上でも／～上での 
２級 
100 際 際に／際は 従属接続詞・後置詞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-1.同時関係 
4-1-1-2.全体的 
時点・場面 ～際／～際に／～際は ２級 
103 と同時に   従属接続詞・後置詞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-1.同時関係 
4-1-1-2.全体的 
    
 
99 とき   形式名詞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-1.同時関係 
4-1-1-2.全体的 
    
 
108 かけだ かけの／かける 
第三形容詞性接尾辞/
【-かける】動詞性接
尾辞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-1.同時関係 
4-1-1-3.部分的 
時点・場面 
～かけだ／～かけの／～
かける 
２級 
106 途中で   従属接続詞・後置詞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-1.同時関係 
4-1-1-3.部分的 
    
 
105 ところに ところへ／ところを 形式名詞 
４．時間関係 
4-1.動作間の時間的な関係
4-1-1.同時関係 
4-1-1-3.部分的 
  
～ところに／～ところへ／
～ところを 
２級 
161 によって 
により／によっては／による／
によると／によれば 
後置詞 
５．因果関係 
5-1. 
原因・理由Ⅰ（原因・理
由） 
～によって／～により／～
によっては／～による／～
によると／～によれば 
２級 
154 ゆえ ゆえに／ゆえの 
後置詞、（名詞・名詞
句）【ゆえ（に）】状
況成分形成句 
５．因果関係 
5-1. 
  
～ゆえ／～ゆえに／～ゆえ
の 
１級 
153 ために   従属接続詞・後置詞 
５．因果関係 
5-1. 
    
 
155 ばこそ   
取り立て助辞、「第一
条件形＋こそ」で、条
件形式を取り立てて
強調 
５．因果関係 
5-1. 
原因・理由Ⅱ（原因・理
由） 
～ばこそ １級 
152 ので   接続助辞 
５．因果関係 
5-1. 
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分類順 
番号 
見出し 
（代表的 
な形式） 
形式のバリエーション 
(代表以外の形式) 
松原分類 機能・意味による分類
どんなときどう使う日本
語表現文型 500 の分類
日本語能力試験旧出題 
基準の項目 
旧基準 
１，２級 
級 
169 あまりの～に   状況成分形成辞 
５．因果関係 
5-2.特性・程度原因（理由）
原因・理由Ⅱ（原因・理
由） 
  
 
168 あまり あまりに／のあまり 従属接続詞・後置詞 
５．因果関係 
5-2.特性・程度原因（理由）
原因・理由Ⅱ（原因・理
由） 
～あまり ２級 
180 おかげで おかげだ 従属接続詞・後置詞 
５．因果関係 
5-3.感情評価的（プラスの結
果） 
原因・理由Ⅰ（原因・理
由） 
～おかげで／～おかげだ ２級 
177 ようでは   
形式第二形容詞の第
二中止形の取り立て
形式 
５．因果関係 
5-3.感情評価的（マイナスの
結果） 
    
 
170 せいで せいだ／せいか 従属接続詞・後置詞 
５．因果関係 
5-3.感情評価的（マイナスの
結果） 
原因・理由Ⅰ（原因・理
由） 
～せいだ／～せいで／～
せいか 
２級 
183 からは ～からには 
接続助辞、接続助辞 
「から」の取り立て形
式 
５．因果関係 
5-4.必然的な帰結（状況から
の必然性・必要性の判断）（意
志的な動作の拘束） 
原因・理由Ⅱ（原因・理
由） 
～からには／～からは ２級 
185 ては   動詞取り立て形 
５．因果関係 
5-4.必然的な帰結（状況から
の必然性・必要性の判断）（意
志的な動作の拘束） 
    
 
197 次第だ   助動詞 
５．因果関係 
5-6.結果 
結末（経過・結末） 
～次第だ／次第で／～次
第では 
２級 
201 
ことになって
いる 
こととなっている 
群助動詞 
「ことに なる」 
５．因果関係 
5-6.結果（結論） 
結末（経過・結末） 
～ことになっている／～こと
となっている 
２級 
200 ことになる   群助動詞 
５．因果関係 
5-6.結果（結論） 
結末（経過・結末）   
 
293 によって 
により／によっては／による／
によると／によれば 
後置詞 ６．条件  6-5.根拠 
手段 ・媒 介（ 目 的・手
段・媒介） 
～によって／～により／～
によっては／～による／～
によると／～によれば 
２級 
294 ことには   従属接続詞 ６．条件  6-5.根拠     
286 にとって 
にとっては／にとっても／に
とっての 
後置詞 
６．条件 6-4.観点・立場（ヒ
ト名詞） 
判断の立場（判断の立
場・評価の視点） 
～にとって／～にとっては
／～にとっても／～にとって
の 
２級 
287 
として・とし
ては 
  
後置詞、【（～と）し
ては】取り立て形 
６．条件 6-4.観点・立場（ヒ
ト名詞） 
判断の立場（判断の立
場・評価の視点） 
～として／～としては／～と
しても 
２級 
202 ば   第一条件形 
６．条件 
6-1.  6-1-1. 
    
 
205 なら   第二条件形 
６．条件 
6-1.  6-1-1. 
    
 
203 たら   第三条件形 
６．条件 
6-1.  6-1-1. 
    
 
204 としたら とすれば／とするなら 
仮定動詞の第三条件
形 
６．条件 
6-1.  6-1-1. 
仮定条件・確定条件 ～としたら／～とすれば ２級 
207 たところ   従属接続詞 
６．条件 
6-1.  6-1-1. 
経過（経過・結末） ～たところ ２級 
206 と   動詞第四条件形 
６．条件 
6-1.  6-1-1. 
    
 
208 ものなら ようものなら 助動詞の条件形 
６．条件 
6-1.  6-1-2.感情的 
仮定条件・確定条件 ～ものなら ２級 
222 ないかぎり   従属接続詞 
６．条件 
6-1.  6-1-4.判断成立の範
囲限定 
仮定条件・確定条件
～かぎり／～かぎりは／～
かぎりでは／～ないかぎり 
２級 
223 さえ～ば   
取り立て助辞＋第一
条件形 
６．条件 
6-1.  6-1-4.判断成立の範
囲限定 
仮定条件・確定条件 ～さえ～ば ２級 
230 ながら ながらに 並立形 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-1. 
逆接・譲歩 ～ながら ２級 
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分類順 
番号 
見出し 
（代表的 
な形式） 
形式のバリエーション 
(代表以外の形式) 
松原分類 機能・意味による分類
どんなときどう使う日本
語表現文型 500 の分類
日本語能力試験旧出題 
基準の項目 
旧基準 
１，２級 
級 
228 ても（でも）   譲歩形 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-1. 
    
 
227 のに   接続助辞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-1. 
    
 
229 
にもかかわら
ず 
  従属接続詞・後置詞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-1. 
逆接・譲歩 
～にかかわらず／～にもか
かわらず／～にかかわりな
く／～にはかかわりなく 
２級 
235 ところを   従属接続詞・後置詞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-2.評価的
（プラスの結果） 
逆接・譲歩 ～ところを １級 
238 からといって   従属接続詞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-2.評価的
（マイナスの結果） 
逆接・譲歩 ～からといって ２級 
239 たところで   従属接続詞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-3.感情的
逆接仮定条件 ～たところで １級 
241 ものの   従属接続詞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-3.感情的
逆接・譲歩 ～ものの ２級 
246 
ようと～よう
と 
  譲歩形＋譲歩形 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-4.影響なし
の条件 
逆接仮定条件 
～う（意向形）が／～う（意
向形）が～まいが／～う（意
向形）と～まいと 
１級 
259 によって 
により／によっては／による／
によると／によれば 
後置詞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-5.結果を左
右する特定の条件 
関連・対応   
 
263 につけ につけては／につけても 従属接続詞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-5.結果を左
右する特定の条件 
関連・対応 
～につけ／～につけては／
～につけても 
２級 
274 ながらも   対立的並立形 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-6.特性・程
度のくいちがい 
逆接・譲歩 ～ながらも １級 
269 といっても   従属接続詞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-6.特性・程
度のくいちがい 
逆接・譲歩 ～といっても ２級 
277 たとえ～ても   陳述詞＋譲歩形 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-6.特性・程
度のくいちがい 
逆接仮定条件 たとい（たとえ）～ても ２級 
270 としても として／としては 仮定動詞の譲歩形 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-6.特性・程
度のくいちがい 
逆接仮定条件 
～として／～としては／～と
しても 
２級 
278 にせよ   従属接続詞・後置詞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-6.特性・程
度のくいちがい 
逆接仮定条件   
 
272 とはいえ   従属接続詞・後置詞 
６．条件 
6-2.逆条件 6-2-6.特性・程
度のくいちがい 
逆接・譲歩 ～とはいえ １級 
279 ために   従属接続詞・後置詞 
６．条件 
6-3.目的 
    
 
305 にそって に沿い／に沿う／に沿った 後置詞 
６．条件 
6-6.状況的な諸要素 
6-6-1.動作の前提・素材 
基準 
～に沿って／～に沿い／～
に沿う／～に沿った 
２級 
307 をもって をもってすれば 後置詞 
６．条件 
6-6.状況的な諸要素 
6-6-2.手段 
起点・終点・限界・範囲 ～をもって １級 
316 とばかりに   副助辞 
６．条件 
6-6.状況的な諸要素 
6-6-3. 基準 
    
 
311 とおり とおりに／どおり／どおりに
従属接続詞・後置詞、
【-どおりに】副詞性
接尾辞 
６．条件 
6-6.状況的な諸要素 
6-6-3. 基準 
基準 
～とおり／～とおりに／～
どおり／～どおりに 
２級 
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分類順 
番号 
見出し 
（代表的 
な形式） 
形式のバリエーション 
(代表以外の形式) 
松原分類 機能・意味による分類
どんなときどう使う日本
語表現文型 500 の分類
日本語能力試験旧出題 
基準の項目 
旧基準 
１，２級 
級 
314 のもとに   後置詞 
６．条件 
6-6.状況的な諸要素 
6-6-3. 基準 
基準 ～のもとで／～のもと ２級 
313 を～として を～とする／を～とした 助動詞の第二中止形 
６．条件 
6-6.状況的な諸要素 
6-6-3. 基準 
基準 
～を～として／～を～とす
る／～を～とした 
２級 
312 ように   
形式第二形容詞の修
飾用法（例示） 
６．条件 
6-6.状況的な諸要素 
6-6-3. 基準 
基準 ～ように ２級 
319 に反して に反し／に反する／に反した 後置詞 
６．条件 
6-6.状況的な諸要素 
6-6-3. 基準 
対比 （比 較・ 程 度・対
比） 
～に反して／～に反し／～
に反する／～に反した 
２級 
324 がちだ がちの 第三形容詞性接尾辞 
７． 
7-1. 状態・傾向（傾向）
傾向 ・状 態（ 傾 向・状
態・様子） 
～がちだ／～がちの ２級 
327 げ げに 第二形容詞性接尾辞 
７． 
7-1. 状態・傾向 
様子 （傾 向・ 状 態・様
子） 
～げ ２級 
337 かねる   動詞性接尾辞 
７． 
7-2. 不可能・可能 
不可能・困難 
不可能・可能・困難・容
易 
～かねる ２級 
336 得ない   
複合語構成要素とし
ての動詞【得る】の打
消し形 
７． 
7-2. 不可能・可能 
不可能・困難 
不可能・可能・困難・容
易 
  
 
338 がたい   第一形容詞性接尾辞 
７． 
7-2. 不可能・可能 
不可能・困難 
不可能・可能・困難・容
易 
～がたい ２級 
341 
ようにも～な
い 
よう（意向形） 譲歩形＋シナイ 
７． 
7-2. 不可能・可能 
不可能・困難 
不可能・可能・困難・容
易 
～う（意向形）にも～ない １級 
396 もしない   
取り立て助辞、「も＋
しない」の形式で否定
の強調 
８． 
8-11 比較・程度 
否定（否定・部分否定）   
 
397 たいものだ てほしいものだ／ないものか 助動詞 
８． 
8-12 願望 
感嘆・願望 ～ものだ／～ものではない ２級 
350 ものではない   助動詞 
８． 
8-2 不許可・非許容 
誘い・勧め・注意・禁止 ～ものだ／～ものではない ２級 
347 てはいけない てはならない 助動詞 
８． 
8-2 不許可・非許容 
    
 
353 ほかない 
ほかはない／よりほかない／
よりほかはない／ほかしかた
がない 
取り立て助辞 
８． 
8-3 必要 
限定 
主張・断定的評価 
～ほかない／～よりほかな
い／～ほかはない／～より
ほかはない／～ほかしかた
がない 
２級 
355 
にこしたこと
はない 
  群助動詞 
８． 
8-3 必要 
限定 
主張・断定的評価   
 
358 までもない   述語形成句 
８． 
8-4 不必要 
否定（否定・部分否定） ～までもない／～までもなく １級 
398 する   動詞終止形 
９．認識 
9-1. 断定と推量 
    
 
399 だろう   推量形 
９．認識 
9-1. 断定と推量 
    
 
410 ようだ   助動詞 
９．認識 
9-3. 証拠性 
    
 
412 らしい   述語形成辞 
９．認識 
9-3. 証拠性 
    
 
400 まい まいか／ではあるまいか 動詞打消し推量形 
９．認識 
9-1. 断定と推量 
推量（伝聞・推量） ～まい／～まいか ２級 
409 かねない   動詞性接尾辞 
９．認識 
9-2. 蓋然性 
推量（伝聞・推量） ～かねない ２級 
401 かもしれない   疑問文  推量形 
９．認識 
9-2. 蓋然性 
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分類順 
番号 
見出し 
（代表的 
な形式） 
形式のバリエーション 
(代表以外の形式) 
松原分類 機能・意味による分類
どんなときどう使う日本
語表現文型 500 の分類
日本語能力試験旧出題 
基準の項目 
旧基準 
１，２級 
級 
402 に違いない   助動詞 
９．認識 
9-2. 蓋然性 
推量（伝聞・推量） ～に違いない ２級 
405 はずだ   助動詞 
９．認識 
9-2. 蓋然性 
    
 
406 はずがない   群助動詞 
９．認識 
9-2. 蓋然性 
否定（否定・部分否定）   
 
416 ということだ   群助動詞 
９．認識 
9-4. 伝聞 
伝聞（伝聞・推量） ～ということだ ２級 
418 とか   述語形成辞 
９．認識 
9-4. 伝聞 
伝聞（伝聞・推量） ～とか ２級 
420 わけだ わけではない／わけでもない 助動詞 
１０．説明 
10-1. 説明 
結末（経過・結末）／部
分否定（否定・部分否
定） 
～わけだ／～わけではない
／～わけでもない 
２級 
421 わけがない わけはない 群助動詞 
１０．説明 
10-2. 否定 
否定（否定・部分否定）
～わけがない／～わけはな
い 
２級 
425 ことだ   助動詞 １０．説明     
424 ものだ   助動詞 １０．説明     
419 のだ   述語形成辞 
１０．説明 
10-1. 説明 
    
 
422 
わけにはいか
ない 
わけにもいかない 助動詞 
１０．説明 
10-2. 否定 
不可能・可能・困難・容
易 
～わけにはいかない／～わ
けにもいかない 
２級 
426 ものだ   助動詞 
１０．説明 
過去 
感嘆・願望 ～ものだ／～ものではない ２級 
427 ものか   助動詞 
１０．説明 
反語 
否定（否定・部分否定） ～ものか ２級 
435 する   動詞終止形 
１１．表出 
11-1. 意志 
    
 
444 しなさい   尊敬動詞の命令形 
１１．表出 
11-3. 行為要求 
    
 
445 てほしい   助動詞 
１１．表出 
11-3. 行為要求 
感嘆・願望   
 
448 ものだ   助動詞 
１１．表出 
11-4. 感嘆 
感嘆・願望   
 
449 ことか   
助動詞、「どんなに
etc.＋～ことか」の形
で使用 
１１．表出 
11-4. 感嘆 
感嘆・願望 ～ことか ２級 
438 まい まいか 打消し意志形 
１１．表出 
11-1. 意志 
主張・断定的評価 ～まい／～まいか ２級 
 
 
５．まとめ 
 
以上、『現古文法対照辞書』の作成プロジェクトを元に、現代日本語の機能語のリストの作成
作業について紹介し、ダイジェスト版のリストを示した。 
ここで現代日本語の機能語として取り上げたものは、名詞に付く助詞相当の複合辞、文末の
助動詞相当の複合辞と、さらに、副詞句や従属節を作る接続表現であった。これらは、現代日
本語において、比較的高度な文構造を作るために使われる部分であり、新しい表現が生み出さ
れやすい部分とも言える。 
このような把握をもとに古典語との対照を行うことは、日本語の文構造の歴史的変化を明ら
― 17 ― 
かにする一つの手掛かりになると考えられる。 
 
参考文献 
グループ・ジャマシイ編著（1998）『日本語文型辞典』くろしお出版 
国際交流基金・日本国際教育協会（2002）『日本語能力試験出題基準【改訂版】』凡人社 
新屋映子（1989）「“文末名詞”について」『国語学』159 集 
田中寛（2010）『複合辞からみた日本語文法の研究』ひつじ書房 
角田太作（1996）「体言締め文」鈴木泰・角田太作(編）『日本語文法の緒問題―高橋太郎先生古
希記念論文集―』ひつじ書房 
友松悦子・宮本淳・和栗雅子（2010）『改訂版 どんなときどう使う 日本語表現文型 500』アル
ク 
日本語記述文法研究会(編)（2003-2010）『現代日本語文法 １～６』くろしお出版 
日本語文法学会編（2014）『日本語文法事典』大修館書店 
古橋信孝・鈴木泰・石井久雄 編（2003）『現代語から古語を引く 現古辞典』河出書房新社 
松木正恵（2011）「〔書評〕田中寛著『複合辞から見た日本語文法の研究』」『日本語の研究』第
７巻４号 
松原幸子（2013）『日本語能力試験１級「〈機能語〉の類」の位置づけ』博士論文  同志社女子
大学 
宮島達夫・鈴木泰・石井久雄・安部清哉 編（2014）『日本古典対照分類語彙表』笠間書院 
 
本研究は、JSPS 科研費 JP26370550 の助成を受けたものです。 
